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主要成果 

 

 

 

［成果の内容］ 

タコノアシの各生活史段階に対するベンスルフロンメチルの影響試験を行い（図１）、

個体群動態モデルを除草剤処理濃度別に作成して 100 年間の個体数変化を計算しました。 
標準量のベンスルフロンメチルを連用する水田（処理濃度 115 μg/L の個体群動態モデ

ル）では、耕起と除草剤の影響で個体群が急速に消失します（図２）。不耕起で、除草剤を

全く使用しない休耕田（無処理区の個体群動態モデル）でも、休耕を続けると自然遷移が

進むことにより個体群は消失します。ところが、耕作と休耕を適度な間隔で転換すると 100
年後も個体群が存続するようになります。ただし、耕作期間を 5 年とした場合、休耕期間

が 1 年では短く、10 年では長すぎることに注意が必要です（図３）。河川では、増水によ

る撹乱が中程度（平均して、毎年、個体数の 3 割～5 割が流される程度）であれば個体群

は存続します。また、100 年後の絶滅リスクが 0.1 未満であることを許容水準とすると、

ベンスルフロンメチルの許容濃度は 1.6 μg/L であることがわかりました（図４）。これま

での報告では、ほとんどの河川がこの許容範囲に収まっており、河川におけるベンスルフ

ロンメチルの影響は無視できるレベルであると評価されました。 
このように、湿生植物を水田地帯で保全するためには、水稲作と休耕の転換や中程度の

増水撹乱を必要とすることが明らかになりました。この成果は、水田地帯で生物多様性の

保全を行う際には、除草剤の直接的な影響も撹乱のひとつとして捉え、個体数が一時的に

減少するような中程度の撹乱の継続に配慮した管理が有効であることを示しています。こ

のことは、水田ビオトープを用いた自然再生を実施する際にも留意する必要があります。 
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水田、休耕田、河川における湿生多年草タコノアシの 

個体群動態に及ぼす除草剤の影響 

 
［要約］ 

準絶滅危惧植物であるタコノアシは、水田、休耕田ともに、それぞれの管理を続けると

消失しますが、耕作と休耕を転換すると存続します。河川では、除草剤の水中濃度のほ

とんどが存続可能な範囲に収まっており、増水による撹乱が中程度であれば存続します。 

 
［背景と目的］ 

水田地帯には多くの湿生植物が分布しますが、水田で使用される除草剤の影響が懸念さ

れています。そこで、準絶滅危惧種で除草剤への感受性が高い湿生植物であるタコノア

シを対象として、代表的な水稲用除草剤であるベンスルフロンメチルの影響を組み込ん

だ個体群動態モデルを作成し、水田、休耕田、河川における存続可能性を評価しました。 
 



農業生態系の構造・機能の解明と評価 

―  ― 37 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１ タコノアシの各生活史段階を 50%阻害するベンスルフロンメチルの濃度（EC50） 

タコノアシは多年草で、種子と根茎により繁殖します。除草剤ベンスルフロンメチルを

標準施用すると、田面水中で 115 μg/L に達し、生育初期の実生に最も強く影響します。 

図３ 耕作と休耕を転換する水田に

おける休耕期間の影響 

5 年耕作の場合、個体群を維持するた

めには、1 年の休耕では短く、10 年の

休耕では長すぎます。 
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図２ 水田と休耕田での個体数変化 

水田も休耕田も、その管理を連続させ

ると個体群は消失しますが、耕作と休

耕を適度な間隔で転換すると存続し

ます。個体数の初期値は 106個/m2です。 
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図４ 河川における 100年後の

絶滅リスク 

河川の特性として、増水による

撹乱の強さ（流失する個体数の

割合）が年ごとに変動するモデ

ルで計算しました。100 年後の

絶滅リスクが 0.1 未満であるこ

と(青色の領域)を許容水準と

すると、ベンスルフロンメチル

の許容濃度は 1.6 μg/L である

ことがわかります。 
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